
 

 

 

 

 

７１日間ご協力に感謝 

校長 渡部 順一 

保護者の皆様、地域関係者の皆様のご支援ご協力をいただきながら、令和６年度第一学期の教

育活動を、無事終了することができました。厚く感謝申し上げます 

今年度の一学期は、日々の各学級の授業の充実はもとより、戸ケ崎小学校の特色である「たて

わり活動」によるわくわくタイム、わくわく集会などの異学年交流活動を積極的に進めました。 

特に、子供たちに「人のために行動する実行力」と「優しい心」を、着実に育むことができました。 

夏休みとはなりますが、最適な教育活動が進められるよう、休業中には授業力向上の研修や環

境整備等を進め、２学期に備えてまいります。 

子供たちには大いに遊ぶ、学ぶ、

読書、体力づくりをするなど、令和６

年度の夏を楽しんでほしいです。 

２学期始業式の日には、子供たち

が元気に登校してくるのを、楽しみに待っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愉快に 楽しく 

安全に夏を乗り切りましょう！ 

【学校の教育目標】 

・かしこい子 ・やさしい子 ・たくましい子 

【目指す学校像】 

学びと笑顔、元気あふれる学校 

令和 6 年度 戸ケ崎小だより 1 学期末号 

【３つのキーワード】 

重なりの協調 柔軟な捉え方 

愉快に楽しく 

 

 

雨の日も、風の日も、暑い日も、児童の安全な通学のために、保護者、地域、交通指導員、見

守り隊の皆様には、今学期もご尽力いただきました。衷心より感謝申し上げます。 

予断を許しませんが、２学期も保護者、地域、関係機関の皆様と学校との協力体制のもと、

子供たちを中心にして、教育活動を進めて参ります。引き続き、ご支援、ご協力をよろしくお願い

いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改めて感謝申し上げます 

【いつもいつも見守り活動を、ありがとうございます】 
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季節に応じた教育活動といえば様々にあげられますが、一学期は何といってもプールを使用した

水泳の学習がその筆頭です。 

保護者の皆様には、水着などの用意やリーバーへの入力など、大変お世話になりました。お陰様

で、大変充実した学習活動を進めることができました。子供たちは、本当に水泳の学習を楽しみに

していました。もちろん苦手な子供たちもいますが、懸命にチャレンジしていました。 

水泳の学習は、全身運動であり健康の保持増進に好影響を与えるとともに、克己心の醸成とい

う心の面からも、子供たちの健やかな成長を大いに促すものです。 

今年度の水泳の学習では、うれしいことがありました。それは、見学する子供たちが少なかったこ

とです。理由はいくつか考えられますが、何といっても、授業が楽しかったからだと思います。もちろ

ん、鍛える場面もあり苦しいことがあったかもしれませんが、このことを乗り越える経験、いわゆる

「達成感」を感じられた子供たちが多かったと思います。 

また水泳の学習は、命を守ることに

もつながります。三郷市は、河川の多

い地域です。戸ケ崎地区にも、大小さ

まざまな河川や用水路が存在してい

ます。 

子供たちは、十分にその危険性を

理解していますが、万が一の場合が

あります。その時は、戸ケ崎小学校の

プールで学習した「着衣泳」で、命を

守ってほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

季節に応じた教育活動 

裏面もお読みください 

 

 

保護者の皆様には、蛇足になるかもしれませんが通知表を見る心得を、お

伝えします。それは、「短所ではなく、長所に目を向ける。」です。 

子供たちは、大きな可能性を秘めています。お子さんの良さを認め 

励ます言葉かけを、ご家庭でも、ぜひお願いします。 

  ただし、先人の人生訓にも、「可愛くば、五つ教えて三つ褒め、二つ叱って 

 よき人とせよ。」とあります。 

ほめるだけではうまくはいきません。時には、毅然と叱ることも必要です。ほめることを多くしな

がら、バランスよく育てていきましょう。 

【３、４年生の着衣泳】 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

安全 安全 安全 

安全 安全 安全 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、【お手伝いのすすめ】 

「朝活」に続き、家庭の一員として家庭の役割を担う「お手伝い」のおすす

めです。もうすでに、役割を決めているご家庭が多いとは思いますが、もし、あ

まり取り組まれていないようでしたら、下記の点を参考に取り入れてみてはい

かがでしょうか。 

小学生ができるお手伝いと言えば・・・、 

 

 

夏休みは、「お手伝い」を実行する良い機会です。お手伝いを行うことで、４つの学びを得られる

といわれています。一つ例を挙げると、お手伝いを任せれば、『自分の仕事』として責任を持つよう

になります。自分がやらなければ家族が困るので、自主的な行動に繋がります。 

これは、『家族の一員として働く意識』を持つことになり、やがて訪れる自立への足掛かりになり

ます。子供たちも、「社会に生きる一人の生活者」です。 

うまくできないことがあるかもしれませんが、長い目で温かく見守っていきましょう。 

 

 

 

 

いくら気を付けていても、子供たちが巻き込まれてしまう交通事故、水の事故、不審者、ＳＮＳ、

熱中症等による事件も報道されており、大変憂慮されるところです。 

つきましては、ご家庭でも、これらの点を繰り返し、繰り返し、子供たちにお話しください。特

に、遊びに行くときなどは熱中症にならないように、水筒を持っていくことや夕焼けチャイムぐら

いには帰宅するなど、具体的にご指導ください。 

また、もし海に行かれた際、もし大きな地震が発生したら、津波が来る場合があります。迷わ

ず直ちに高所に避難してください。海に限らず、お出かけの際に災害が発生した場合は、「自分

は大丈夫」と過信せず、焦らず落ち着いて粛々と避難行動をお取りください。 

安全に、安全に、安全に！ 

 

 

この夏は、思い切って「朝活」に、チャレンジしてみてはいかがでしょうか。 

「朝活」とは、朝所時間を使い方を工夫するということです。例えば・・・ 

□ラジオ体操などの朝運動 □朝勉（朝学習） □朝読書 

涼しい中で、身体を動かしたり学習したりすることは、いいことづくめです。 

そして、暑い日中は、お昼寝で体力を温存するのもいいかもしれません。ただし、時間にはご

留意を！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝活のすすめ 

洗濯物を畳む、しまう 靴を揃える 調理の手伝い テーブル拭き 配膳 片付け お風呂掃除等 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 子供たちは、長期休業中や２学期の登校が近づく休 

みの最後の週に不安やストレスを感じる場合がありま 

す。 

このような際には、学校にご相談いただくのはもち 

ろんのこと、各相談窓口もございます。 

 主な窓口を載せましたので、参考になさってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季休業中の心のケア 
悩みや不安は 

抱え込まず、 

ご相談ください。 

他にも埼玉県教育委員会などのホ

ームページをご覧いただければ、様々

な相談窓口があります。 

学校にも、ご連絡ご相談ください。 

※埼玉県のホームページより 

８月２７日に、また元気に再会できるのを、楽しみにしています！ 
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